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■ 名古屋市建築協定一覧（平成１６年２月末現在）
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建築協定豆知識

建築協定を考え、話し合う上で、知っておきたいことを整理し
てみますと、意外とベーシックなことであることがわかりました。

資 料

用途地域ってな～に？

建築協定とはどういうこと？

建
築
協
定
の
効
力
範
囲
は
ど
こ
？

さまざまな用途の建物が無秩序に建ち並ぶ

と生活環境が悪化する恐れがあります。これ

を防ぐために、建築できる建物の用途を地域

ごとに定めたものが用途地域です。それぞれ

の用途地域において、建築することができる

建物は「前ページ」のとおりです。

「住環境は自分たちで守ろう」といっ

た要望を、土地所有者などが建築に関す

るルール（約束）として自ら結ぶ制度で

す。通常の私的契約と異なる点は、協定

締結後に建築協定区域の土地所有者など

になった人にも効力が及ぶ点です。

土地所有者などが一人で定める協定のことです。例え

ば開発業者が自分の所有する土地を分譲する場合、分譲

する前に建築協定を定めておくことができます。分譲を

受けた人は、すでにその土地に建築協定がかかっている

ので、効力が引き継がれ、自動的に協定に加入している

ことになります。結果、締結率は１００％になります。

「協定で維持される良好な住環境」という付加価値を

付けるために建築協定が活用されているケースといえま

す。昭和５２年から施行されています。

建
築
協
定
は
、
建
築
協
定
区
域
の
み
効
力
が
及
び

ま
す
。
建
築
協
定
区
域
隣
接
地
な
ど
の
未
加
入
地
に

は
効
力
が
及
び
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
協
定
を
締
結
し

た
人
は
、
協
定
に
同
意
さ
れ
な
か
っ
た
人
に
対
し
、

日
頃
か
ら
協
定
内
容
の
理
解
を
求
め
る
活
動
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

一人協定ってなに？

建築可能な建物の用途を
地域ごとに定めたものです

建築に関する約束です

建
築
協
定
区
域
の
み
で
す

一人で定める協定のことです
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建築協定区域って、
どこのこと？

建築協定区域隣接地とは、
なにを指すの？

建
築
協
定
を

途
中
で
脱
退
で
き
る
の
？

建築協定内容を途中で変更できるの？

協定違反者に対する措置はあるの？

建築協定を締結した人（同意し

た人）の土地を指します。

協定に同意されなかった人の土地で、協

定に加入してほしい土地として予め指定し

たものを指します。なお、隣接地に指定さ

れた土地の所有者は、後から簡易な手続に

より建築協定に加入することができます。

一人協定が開発業者主体の建築協定であり、

一人で定める協定であるのに対して、すでに

市街地が形成された場所での建築協定は住民

が主体となって合意をはかりながら締結され

る協定となります。これは一般に「住民発意

型の建築協定」と呼ばれています。

名古屋市では他都市と比べて、協定数全体

に占めるこの住民発意型の建築協定の割合が

多く、住民のまちづくりに対する関心の高さ

を表しているといえるのではないでしょうか。

期
間
途
中
の
建
築
協
定
か
ら
の
脱
退
は
、
原

則
と
し
て
で
き
ま
せ
ん
。

脱
退
す
る
た
め
に
は
建
築
協
定
区
域
の
変
更

と
な
る
た
め
、
建
築
協
定
締
結
時
と
同
じ
手
続

き
を
行
い
、
市
長
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

期間途中の建築協定内容の変更は、原則

としてできません。変更するには脱退同様、

市長の認可が必要となります。

建築協定は、自主的に建物に関するルー

ルを定める制度であるため、違反があった

場合の措置を建築協定書に定めておく必要

があります。通常は、建築協定運営委員会

（建築協定を運営する地元組織）の決定に基

づき、違反者に対して違反に係る工事の停

止や是正のための措置をとることを請求し、

その請求が履行されない場合には裁判所に

提訴することとなっています。

住民発意型の建築協定とはなに？

協定に加入してほしい土地

原
則
と
し
て
で
き
ま
せ
ん

あります

住民が主体となって締結されます

原則としてできません

建築協定豆知識
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名古屋市建築協定連絡協議会

歴代の役員



自分たちの住む住環境は、良好で快適でありたいとの想いは、誰でも

同じであると思います。

名古屋市の建築協定連絡協議会は、そのような各地区の取り組みが結

実し、今から８年前にでき、皆さんと共に、いろいろなことを経験し、

勉強しながら今に至っています。

建築協定については、それぞれ各地区・各個人の想いが一様ではあり

ませんが、基本的な誰でも望む快適な住環境を目指して、これからも地

道な活動への努力が必要です。

そこで協議会では、設立８周年を迎えるにあたり、縁起がいといわれ

る“８”と言う数字と、名古屋市の市章“八”に因んで、一つの区切りとし

てこれまでの協議会の活動結果等をこのような冊子にまとめ、今後の活

動に役立てていただこうと企画しました。

「聞く」「見る」「話し合う」をモットーにして、会員の皆さんと一緒

に行ってきた、これまでの成果全てを載せることは無理なので、発行し

ました会報紙「街づくりなごや」「ニュースレター」などを参考にして役

立てていただきたいと思います。
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